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はじめに  
　豊田市は、平成２８年３月に「都心環

境計画」を策定・公表しました。同計画

においては、都心におけるにぎわい創出

を行うことで、選ばれる都心を目指し、

公共空間の活用「つかう」と公共空間の再

整備「つくる」を両輪で進めることとして

います。

　都心におけるにぎわい創出には、その公

共空間等における統一したデザインと使

い方の検討がなされた居心地の良い空間

を作り上げていくために、市民とともに空

間デザインを考えていくことが必要です。

　この空間デザインにおいては、段階的な

空間整備を基本とし、これまで、まちの使

い方やあり方に関し、市民ワークショップ

等を通じて、市民のみなさんと意識共有

を図りながら、にぎわいのある都心の実

現に向けた検討を進めてきました。

　本冊子「都心の未来デザインブック（豊

田市都心地区空間デザイン基本計画 )」

は、豊田の“ 都心の未来のあるべき姿 ”

を描いたもので、今後も、市民のみなさ

ん等と更なる検討を行い、豊田の都心を

つくっていきたいと思います。

豊 田 市
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第 1 章 　  とよた の 都 心 の 未 来1 - 1   ステ ートメント / 理 念

「大規模なハード整備」と「公共空間の本格活用」の連携

中心市街地の活性化
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選ばれる都心を目指す
①まちを使う・体験する
にぎわい交流拠点の創出

②まちに行く・回遊する
交通拠点の形成

都心に必要な施策を　　　総合的に示した計画が必要

駅周辺のデザインの統一化

③まちを知る・発信する
情報拠点の創出

都心環境ビジョン

都心環境計画

豊田市都心地区
空間デザイン基本計画

■ 計画案の位置づけ

都心地区全体の基本計画
(つかう・つくるの施策)[行政計画]
H28年3月策定・公表

駅周辺の基本レイアウト
H27年1月策定・公表

1
step

2
step

3
step

参合館 コモ・スクエア

GAZA

KiTARA
新豊田駅

東口駅前広場
新豊田駅

西口駅前広場

中心市街地活性化基本計画
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豊田

公共施設
商業施設
駅周辺
計画区域

計画区域

矢作緑地

都心のにぎわいを支える都市基盤の整備

ソフト事業(民間主体)
・テナントミックスほか

ハード事業(行政主体)
・将来像の実現に向けた計画づくり
・都市基盤の再整備

豊田市都心地区空間デザイン基本計画が伝えたいこと

市 民と行 政と専 門 家 で つくるまち
　豊田市で行われている、市民を主体としたまちづくりの進め方は全国的に見てもとても先進的なモ

デルです。H28年度のワークショップや推進会議などを通して、市民と行政と専門家の相互の信頼関

係が出来上がりつつあるように感じています。コンセプトやデザインとそれを実現する仕組みについて

このデザインブックでまとめていますが、これからは実証実験を繰り返し、具体的に実現していかな

くてはなりません。まさに実践していくことが重要なので、みなさんの今後の展開に期待しています。

み ん なの居 場 所を つくる
　まちなかの公共空間が、市民が「自分の居場所」と感じ、親しみをもって豊かな時間を過

ごす場所となっていることは、都市の魅力そのものです。このことは、単にそれらを美しく

機能的にデザインしただけでは実現できません。年月をかけて使い込み、多くの人びとの経

験や記憶が蓄積され育っていくものだと思います。市民、事業者、行政が、それぞれの立場で、

人びとの豊かな活動が展開されるよう空間を育てる努力を続けることが重要です。

ひとつ の 駅 前 へ 、 そして、 ひとつ の 街 へ
　街には、駅、道路、お店やビル、バス停など、様々な場所やモノがあふれています。それらは全

部バラバラで、それぞれにルールだらけ。それでは魅力的な街にはなりません。このデザインブック

が目指しているのは、空間や仕組みの様々な境界を乗り越え、ひとつの駅前をつくるということです。

そのためには、具体的な活動を通した対話をみんなで行い続けることが大切です。そして、その活動

が駅前を超えて、街全体へ広がり、毘森や矢作川の豊かな自然をも巻き込んでいくことを願っています。

小林　正美　/ 明治大学副学長　　　
豊田市都心地区空間デザインアドバイザー

星　卓志　/ 工学院大学教授　　　
豊田市都心地区空間デザインアドバイザー

星野　裕司　/ 熊本大学大学院准教授
豊田市都心地区空間デザインアドバイザー

「豊田市都心地区空間デザイン基本計画」には、今後の計画のあらゆる段階で、市域全体のための都心をつくるうえでの ’ 道筋 ’となる 「まちのイメー
ジ」を描き記しています。本冊子は専門家だけではなく、市民のみなさんがとよたの未来を考えるきっかけとなるよう活用できればと考えています。
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1 - 1   ステ ートメント / 理 念 第 1 章 　  とよた の 都 心 の 未 来

「大規模なハード整備」と「公共空間の本格活用」の連携

中心市街地の活性化
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都心環境計画

豊田市都心地区
空間デザイン基本計画

■ 計画案の位置づけ

都心地区全体の基本計画
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都心のにぎわいを支える都市基盤の整備

ソフト事業(民間主体)
・テナントミックスほか

ハード事業(行政主体)
・将来像の実現に向けた計画づくり
・都市基盤の再整備

今後のまちの「活用」と「再整備」に役立つ計画案を示します。
豊田市都心地区空間デザイン基本計画は、未来のまちの姿を決定する、大切な ' 骨格 'となります。
豊田市駅周辺のデザインを統一したあとは、都心全体のデザインについて考えていきます。
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昭和町線

GAZA

参合館

KiTARA

コモ・スクエア

国道155 号　

豊田市駅
竹生線
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第 1 章

F U T U R E  O F  T O Y O T A ' S  C I T Y  C E N T E R

C H A P T E R   1

とよたの都心の未来

　「とよたの都心」は、豊田市駅周辺を中心に

魅力ある商業 機能、公共空間機能、交通機

能の確保に向け、駅舎やデッキ、まちなか広

場などを重点的に施策を展開していきます。

　本冊子、豊田市都心地区空間デザイン基本

計画では、この都心の範囲を対象とした、「と

よたの未来」の日常、また挙母 (ころも)祭りや

おいでんまつりなど、非日常のあるべき姿をつ

くるデザインや、まちの使い方をご紹介します。

T-FACE

松坂屋

けやき通り　

新豊田駅

N
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午後 2 時頃   東口まちなか広場の祝祭風景
挙母祭りの日、駅前には一列に山車が並び、たくさんの観客で埋め尽くされます。

　これから新しくなる都心 地区では、様々な

活動やにぎわいがあちこちで生まれ、にぎわ

いの風景が連続する。そんな豊田のまちなか

空間を目指しています。

豊田市都心地区空間デザイン
基本計画で思い描く未来
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C H A P T E R   1

F U T U R E  O F  T O Y O T A  U R B A N  C I T Y

1 - 2   豊 田 市 都 心 地 区 空 間 デ ザイン 基 本 計 画 で 思 い 描く未 来 第 1 章 　  とよた の 都 心 の 未 来

豊
田
市
駅

新
豊
田
駅

V I E W
KEYPL AN



9 D E S I G N  B O O K  F O R  T H E  F U T U R E  O F  C I T Y  C E N T E R  

午前 X 時 〇〇の風景

DRAFT

休 日 の 午 前 中 に 行 わ れ るワ ー ク

ショップの様子

1 - 2   豊 田 市 都 心 地 区 空 間 デ ザイン 基 本 計 画 で 思 い 描く未 来 第 1 章 　  とよた の 都 心 の 未 来

午後 2 時頃 東口まちなか広場の日常風景
水盤では子どもたちが噴水にふれたり、水に親しみ遊びます。
そばの木陰では、我が子を見守ったり、ママ友とおしゃべりしたり。
親子が集まり、楽しむ様子が見られます。

V I E W

豊
田
市
駅

新
豊
田
駅

KEYPL AN
V I E W
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1 - 2   豊 田 市 都 心 地 区 空 間 デ ザイン 基 本 計 画 で 思 い 描く未 来 第 1 章 　  とよた の 都 心 の 未 来

正午頃 西口デッキ広場の風景
松坂屋や T-FACE での買い物途中、芝生
でのんびりくつろいだり、ランチを食べたり。
思い思いに過ごす姿が広がります。

豊
田
市
駅

新
豊
田
駅

KEYPL AN

V I E W
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1 - 2   豊 田 市 都 心 地 区 空 間 デ ザイン 基 本 計 画 で 思 い 描く未 来 第 1 章 　  とよた の 都 心 の 未 来

午後 5 時頃 シティプラザの風景
バスを待つ人や仕事帰りにベンチでくつろぐ人など、
日常生活のちょっとした合間に立ち寄り憩える場所です。

豊
田
市
駅

新
豊
田
駅

KEYPL AN

V I E W
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1 - 2   豊 田 市 都 心 地 区 空 間 デ ザイン 基 本 計 画 で 思 い 描く未 来 第 1 章 　  とよた の 都 心 の 未 来

午後 7 時頃 停車場線の休日の風景
たとえば、豊田スタジアムでスポーツ観戦の前後に、ベンチで
ビールを飲んだり、友達と語り合ったり。駅に向かうイベント帰
りの人々の熱気とにぎわいがあふれます。

豊
田
市
駅

新
豊
田
駅

KEYPL AN

V I E W
コモ・スクエア

KiTARA
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　「カスタマイズとよた !」とは、豊田の

都心地区におけるまちづくりの基本方針

を表す 言葉です。今後、さまざまな取

組みが「カスタマイズとよた！」の名の下

に進められます。

　豊田市駅周辺のまちづくりの新たな進

め方と豊田ならではの施 策で、「とよた

の未来」をつくります。

N E W  C I T Y  C E N T E R  B Y  ' C U S T O M I Z E  T O Y O T A ! '

C H A P T E R   2

「カスタマイズとよた！」でつくる
新しいとよたの都心

第 2 章
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第 2 章 　  「 カスタ マイズとよた！」 で つくる 新しいとよた の 都 心2 - 1   市 民 参 加 に よるデ ザイン 決 定 プ ロ セ ス

支
援

27 TO YO TA  URBA N  SPA CE  D ESI GN  BA SICA L  PLA N NING  BO O K

第 2 章 　  カスタマイズとよた！2 -2   市民 参 加デ ザインにつ いて

「カスタマイズとよた！」の進め方と各関係

空間デザインアドバイザー

●小林正美氏
明治大学副学長

※姫路市北駅前広場等に従事

●星卓志氏
工学院大学教授

※札幌市北三条広場・創成川公園等に従事

●星野裕司氏
熊本大学大学院准教授

※熊本駅周辺都市空間デザイン等に従事

市民プラットフォーム
〇都心を育てる会等を主体として、市民、商業者、市民団体等から構成

つくる：「デザイン」つかう：「空間活用」

主体：民間 主体：豊田市

報告(提案 )

参加

共同
提案

調整

あそべるとよた
プロジェクト

推進会議
⇒最終的な関係者の確認・同意の場

◆参画メンバー

◆提案側

地域経済代表、再開発法人、
地域まちづくり代表、
商業・事業者、交通事業者、
市民等関係団体、関係行政機関等

つかう代表、つくる代表

市民ワークショップ（公開）

相談

助言

成
果

監
修 提

案

「あそべるとよた推進協議会
（管理者、TCCM、市等）」と
して公共的空間の使い方等の
意見調整等

「空間デザイン設計者」が都心
地区全体のデザイン提案施設
管理者との各施設整備に係る
協議調整等

同意

市民プラットフォームを中心として開催し、計画内容等を市から委託された、
空間デザイン設計者等が直接説明を行う場とする。
模型や３Ｄモデルなどの合意形成ツールを用い、市民の理解と合意形成を図る。

公民合わせたまちなか９広場の管理者
からなる  将来の都心地区の「つかう」を
担う広場・施設管理者による、既存広場
活用の議論、検討、試行実施。

都心地区の各場所ごとに、担
当するコンサルタント会社が
施設の設計を行う。

各施設設計

「カスタマイズとよた !」の進め方と各関係
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第 2 章 　  「 カスタ マイズとよた！」 で つくる 新しいとよた の 都 心2 - 1   市 民 参 加 に よるデ ザイン 決 定 プ ロ セ ス

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 1 月 2 月 3 月 6 月 8 月 10 月12月

28TO YO TA  URBA N  SPA CE D ESI GN  BA SICA L  PLA N NING  BO O K

「つくる」

　　■豊田市都心地区空間デザイン基本計画は、平成28年度に計5回行われた市民ワークショップや推進会議での議論や、都心関係者と
　　　の協議・調整、アドバイザーとの会議等、積極的な市民参加によってデザインされました。　　

平成28・29年度

アドバイザー
会議等

関係者
デザイン検討

ヒアリング

市民WS
シンポジウム

推進会議

5/15
kickoff

デザインの検討を定期的にご説明し、
議論を重ねながら進めてきました。

都心地区全体のデザイン検討・豊田市都心地区空間デザイン基本計画の骨子の作成

公表

7/24
第2回

9/4
第3回

2/19
第4回

11/27
シンポ
ジウム

プロポーザル提案内容説明
「とよたらしさ」を議論

Kick off 第1回 第2回 第3回

各広場のつくり方
空間の使い方を議論

各場所で誰が何をするのか
施設との連動・マネジメント

各広場のデザイン説明
広場の使い方について意見交換

豊田市駅自由通路拡幅
とよた未来デザインセンター

第4回

6/5
第1回

豊田都心を育てる会（地域部会・商業部会・未来部会） ４法人+北地区
自治区長ヒアリング 名古屋鉄道　　他関係者のヒアリング

挙母祭り保存会
アーバングリーン協会

推進会議の進め方
スケジュールの確認

第1回推進会議　6/23
小林先生・星先生からの
公共空間活用の事例紹介

第2回推進会議　8/3 
これまでの市民WSの成果
を反映した計画図の確認

第3回推進会議　10/3 
空間デザイン基本計画
の骨子の確認

空間デザイン基本計画
(素案) の確認

第4回推進会議　11/24 第5回推進会議　3/13 
空間デザイン基本計画
(案)の確認

第6回推進会議　9/11

4/25 5/20 5/28 7/9

10/15

10/16

11/10

11/24 1/21 2/9 2/19 8/10 8/228/27 9/21

「つかう」
あそべるとよた

DAYS

ペデ広場
実証実験

新豊田駅前広場
ワークショップ

新豊田駅前広場の現地を
見て、空間の潜在力を発掘

多様なアクティビティと
利用者像と必要機能を議論

12/11

あそべるとよたDAYS 20167/22
Start

11/30
End

ペデ広場実証実験 2016
4/26
Open

10/31
Close ペデ広場実証実験2017

4/21
Open

2/25
Close

11/19

あそべるとよたDAYS 20174/21
Start

12/10
End

2/25

4/22
5/21

6/3-4 6/11

7/22 8/27 9/24

6/25,27
都心の
まちづかい
ヒアリング

市民を巻き込んだ 'まちづくり ' を行っています
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第 2 章 　  「 カスタ マイズとよた！」 で つくる 新しいとよた の 都 心2 - 2   「 カスタ マイズとよた！」の 8 つ の ポ イント

4  建 物 を 開 いて広 場と一 体 的 に 連 携 する

1  未 来 へつなぐ「 とよたらしさ」

「カスタマイズとよた!」の
つのポイント8

3  分 断され た 東と西 を「 自然 」で つなぐ

今ある豊田を読み解き再編集することで、豊田ならではのさまざま
な行為が生まれるまちを目指します。
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トンイポのつ8の」！たよとズイマタスカ「  2-2

1  未 来 へつなぐ「 とよたらしさ」

「カスタマイズとよた!」の
つのポイント8

 

4  建 物 を 開 いて広 場と
   一 体 的 に 利 用 する

P

P
P

バスターミナル

新
豊
田
駅

- カスタマイズに
  より使えるまち

- 挙母用水の利用

- まちをつなぐ水緑

環境

ミライの
フツー

環境

交通

暮らし
・風土

- 挙母祭りへの配慮

- 地場産木材の利用

- 地域伝統素材のデザイン活用

暮らし・風土

- 歩行者優先
- 次世代交通を考慮
- 既存駐車場との連携

交通 都市と新しい関係を結ぶ未来の交通システム

矢作川がもたらす豊かな環境
衣の里から挙母、そして豊田へ 
  人々に根付くカスタマイズ精神

今ある豊田を読み解き再編集し空間デザインに取り込むことで、
豊田ならではのさまざまな行為が生まれるまちを目指します。

豊田人の気質を活かし、市民がカスタマイズできる都市空間を考えます。
挙母祭りの山車のように、必要に応じて使い方を変える可動式のアーバン
ファニチャーを設えます。

参合館やGAZAの前、T-FACEと松坂屋の間など、広場
に面した建物に一体的に利用できる仕掛けを設けるこ
とで広場と建物、双方の居心地を向上させます。

バスターミナルは西口へ集約し、
東口では南北の乗降場の間に広い
歩行者空間を実現します。また、
駅近くには次世代交通Ha:moなど
のステーションを設け、先進的な
交通を取り入れた新しい都心空間
を実現します。

3 分 断され た 東と西 を「 自然 」で つなぐ
街路樹やまちなかの並木を積極的に設け、毘森公園(ひもりこうえん)と矢作川(やはぎがわ)の豊かな緑を連続的につなぐ「緑の軸」をつくります。
また、挙母用水を引き込んだ、今ある’せせらぎ用水’を活かした親水空間や、まちなかに新たに大きな水盤を設けることで、
駅前に設えたいくつもの水が、人や生き物を豊田の大きな水資源である「矢作川(やはぎがわ)」につなげます。

毘森公園 新豊田駅 T-FACE 豊田市駅 GAZA
コモ・スクエア参合館松坂屋
　KiTARA

緑のネットワーク

水と生き物の循環ネットワーク

通過動線 広場

5 豊 田らしい 新しい 交 通

　「カスタマイズとよた！」では、この計画を進めるに

あたって特に大切にしたいことを「8 つのポイント」と

してまとめています。
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2 - 2   「 カスタ マイズとよた！」の 8 つ の ポ イント

4  建 物 を 開 いて広 場と一 体 的 に 連 携 する

5 日常と非日常を両立させるデザイン
 ~挙母祭り~

8 つかうとつくるの
　  サイクルによる段 階 整 備

6  豊 田らしい 新しい 交 通

7  文化・歴史・精神を象徴する素材「木・鉄・布」

第 2 章 　  「 カスタ マイズとよた！」 で つくる 新しいとよた の 都 心

　

2  市民がつくる「カスタマイズとよた 」
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つのポイント8

 

4  建 物 を 開 いて広 場と
   一 体 的 に 利 用 する
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- 挙母用水の利用

- まちをつなぐ水緑

環境

ミライの
フツー

環境

交通

暮らし
・風土

- 挙母祭りへの配慮

- 地場産木材の利用

- 地域伝統素材のデザイン活用

暮らし・風土

- 歩行者優先
- 次世代交通を考慮
- 既存駐車場との連携

交通 都市と新しい関係を結ぶ未来の交通システム

矢作川がもたらす豊かな環境
衣の里から挙母、そして豊田へ 
  人々に根付くカスタマイズ精神

今ある豊田を読み解き再編集し空間デザインに取り込むことで、
豊田ならではのさまざまな行為が生まれるまちを目指します。

豊田人の気質を活かし、市民がカスタマイズできる都市空間を考えます。
挙母祭りの山車のように、必要に応じて使い方を変える可動式のアーバン
ファニチャーを設えます。

参合館やGAZAの前、T-FACEと松坂屋の間など、広場
に面した建物に一体的に利用できる仕掛けを設けるこ
とで広場と建物、双方の居心地を向上させます。

バスターミナルは西口へ集約し、
東口では南北の乗降場の間に広い
歩行者空間を実現します。また、
駅近くには次世代交通Ha:moなど
のステーションを設け、先進的な
交通を取り入れた新しい都心空間
を実現します。

3 分 断され た 東と西 を「 自然 」で つなぐ
街路樹やまちなかの並木を積極的に設け、毘森公園(ひもりこうえん)と矢作川(やはぎがわ)の豊かな緑を連続的につなぐ「緑の軸」をつくります。
また、挙母用水を引き込んだ、今ある’せせらぎ用水’を活かした親水空間や、まちなかに新たに大きな水盤を設けることで、
駅前に設えたいくつもの水が、人や生き物を豊田の大きな水資源である「矢作川(やはぎがわ)」につなげます。

毘森公園 新豊田駅 T-FACE 豊田市駅 GAZA
コモ・スクエア参合館松坂屋
　KiTARA

緑のネットワーク

水と生き物の循環ネットワーク

通過動線 広場

5 豊 田らしい 新しい 交 通 SSSS
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第 2 章 　  カ ス タ マイ ズ と よ た！で つ くる 新 し い と よ た の 都 心トンイポのつ8の」！たよとズイマタスカ「  2-2

6  日常と非日常を両立させるデザイン 7  産業・精神・歴史を象徴する素材「木・鉄・石」

「つかう」と「つくる」
のサイクル

つかう
（実験的な運用）

 新たな活用

つくる
（設計・整備）

活用での意見を反映

つくる
（部分改修・将来形）

本格運用により
必要となる部分を

つかう
（本格運用）

実験的活用での課題
を踏まえ本格運用

「つかう」の取組
　　　　　　あそべるとよたプロジェクト
「つくる」の取組
　　　　　　　　　カスタマイズとよた！

P

バスターミナル

P

P

P

P

一般車

タクシー 一般車豊
田
市
駅

毎年催される挙母祭りは豊田にとって大切な’非日常’の時間
です。祭り時の山車に対応したまちのデザインをつくります。

まちで使われる素材には、豊田を象徴する木・鉄・石を積極的に利用します。それぞれの素材は
各素材に適したまちの各所で利用され、まち全体に’豊田ならでは’の空間を作り出します。

8 つかうとつくるの
サイクルによる段 階 整 備

利活用をふまえた高質なデザインを実現するため、
「つかう」と「つくる」の両輪で取組を進めています。矢作川 豊田スタジアム

水と生き物の循環ネットワーク

~り祭母挙~ 

山車と干渉しない樹種を選定

山車の追い越し
ポイントを設定

通行動線を確保

木 ベンチやプランターなど、人が見て触れる場所に使用

とよたの歴史 石
花沢石 挙母木綿 挙母ではかつて繊維業が栄え、周辺では花沢石

など良質な石も取れていました。このような地
場の石材を新しい街を形つくる素材として石を、
また挙母木綿はパターンなどに利用します。

土地の記憶として、地を形成する床に使用

とよたの産業

ヒノキ

地域材 豊田市の面積の約 7 割は森林です。地域資源で
ある地域材の積極利用を通し、都心計画の素材
選定が豊田市の産業につながり、まちとやまを
つなげるきっかけをつくります。

とよたの精神 鉄
鉄・鋳物自動車産業 豊田市を代表する自動車産業が作り出す’ 鉄’ と

いう素材。鋳鉄をはじめとする鉄をしっかり使
うことが、豊田らしさを作り出すと考えます。

グレーチング,ボラードなど街を構成する要素として使用

山車まわしの目印を
仮設できるしかけ

観客ゾーンを設ける

段差のないデザイン

KiTARA コモ・スクエア

スギスギ
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将来、バスターミナル内の発着所は 8 箇所を計画しています。

西口デッキ広場

シティプラザ

東口まちなか
広場

新豊田駅前
東口広場

新豊田駅

T-FACE

松坂屋

GAZA

将来の構想

豊田市駅

豊田市駅舎

豊田市駅
西口広場

西口
バスターミナル

西口デッキ下
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　豊田市では、これから時間をかけて

都心の再整 備を行い、新しい豊田の都

心を創っていきます。

　そこでは、豊かな時間を過ごすため

の空間がデザインされ、様々な広場 や

公共空間が整備されていきます。

D E S I G N  O F  T H E  T O Y O T A ' S  N E W  C I T Y  C E N T E R  

C H A P T E R   3

新しい豊田の都心デザイン

第 3 章

将来の構想： 将来の構想イメージは、地域等のみなさんとの合意形
成をふまえ、停車場線、国道 155 号・昭和町線の一部が「歩行者空間」
としてフルモール化( 道路の歩道化)を目指します。

停車場線

参合館前
広場

GAZA

コモ・スクエア参合館

KiTARA

GAZA
南広場

0 205 10 50(m)
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新豊田駅広場

WCWC

ステージ

SS

B B BBB

B
B

B
B

B

MH

MH

1

13

T

T

B

A

道
路
境
界
線

道路境界線

道
路
境
界
線

道路境界線

壁面後退線(2m)

壁
面
後
退
線
(
2
m
)

壁面後退線(5m)

道
路
境
界
線

壁
面
後
退
線
(2
m)

EV

ＴＭ若宮パーキン
グ

36.3

36.1

35.9

35.69

AT.5

下

36.37

AT.3

35.68
MT.1

35.94

AT.8

36.13

AT.10

汚

35.84

MT.2

36.26

AT.6

E

36.19
AT.7

36.23

AT.1

一般車
一般車

一般車

（
身
障
者
）

一
般
車

（
身
障
者
）

タ
ク
シ
ー

一
般
車

一
般
車

タ
ク
シ
ー

ES
C
	3
5ｰ

U
P

当面の間、バスターミナル内の発着所は 6 箇所となります。
また、市駅側に 2 箇所の降車場を設置します。

西口デッキ広場

シティプラザ

新豊田駅

T-FACE

松坂屋

GAZA

当面の目標

豊田市駅

豊田市駅
西口広場

豊田市駅舎

新豊田駅前
東口広場

東口まちなか
広場

西口
バスターミナル

西口デッキ下
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当面の目標：2024 年の完成イメージで、西口デッキや東口まちなか
広場等の再整備を、順次進めていきます。

参合館前
広場

GAZA

コモ・スクエア参合館

KiTARA

0 205 10 50(m)

GAZA
南広場
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第 3 章 　  新しい 豊 田 の 都 心 デ ザイン3 - 1   矢 作 口と 毘森 口

　豊田市駅を中心に、その東西で 使わ

れ方やあり方に明確な違いがあります。

この 2 つのエリアの特徴を活かし、両者

をつなぐことで新しい都心をつくります。

　また、市民にとって都心が身近な存在

となるよう、駅の東 西の出口の名称を、

互いの先にあり、豊田市の豊かな自然を

象徴 する「矢 作川(やはぎがわ)」「毘 森

公園(ひもりこうえん)」から名前をとって、

「矢 作口(やはぎぐち)」「毘 森口(ひもり

ぐち)」と位置付けます。

駅東西にできる
　 まちの「2 つの顔」

21 T O Y O T A  U R B A N  S P A C E  D E S I G N  B A S I C A L  P L A N N I N G  B O O K

第 3 章 　  新 し い 豊 田 の 都 心 デ ザイ ン3 - 1   矢 作 口 と 毘森 口

　ここに文章が入ります。ここに文章が

入ります。ここに文章が入ります。ここ

に文章が入ります。ここに文章が入りま

す。ここに文章が入ります。ここに文章

が入ります。ここに文章が入ります。こ

こに文章が入ります。ここに文章が入り

ます。文章が入ります。ここに文章が入

矢作口と毘森口
毘
森

ひ

も
り

毘森口
駅の東西に
2 つの「顔」をつくります。

ひ もり ぐち

たくさんの「小さな広場」とまちの森連鎖
毘森口の、まちの片隅にある公共空間や小さな
広場を緑豊かな、人の居場所として生まれ変わ
らせます。そしてその小さな広場がたくさん連
鎖することで誰もがいつでもお気に入りの場所
を見つけることができ、たくさんの時間を過ご
してもらえる都心となることを目指します。

まちに「参加」するための場づくり参加
矢作口は、スタジアムや図書館、映画館など文
化的な施設が多く存在していますが、多くの人
がそれらに車で訪れ、回遊しないため街や通り
に賑わいがありません。そこで、この通り自体
に目的性を持たせるため、誰でも気軽にイベン
トなど活動ができる場を目指します。周辺の文
化施設と市民活動を連携させることで、多くの
人が「参加」できるまちづくりを目指します。

まちを「利用」するための場づくり利用
毘森口は、豊田市の中でも日常的に賑わいが
集中する場所です。まちと人をつなぐため、
公共空間に人々が休める場所や商業者が使え
る場所をたくさん用意します。来街者、商業
者双方にとって使い勝手の良い場所を設ける
ことで多くの人に利用してもらうことができ
る街を目指します。

日常の
使われ方

1

小さな広場の連    鎖が作る多様な風景
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毘森口
駅の東西に
2 つの「顔」をつくります。

ひ もり ぐち

たくさんの「小さな広場」とまちの森連鎖
毘森口の、まちの片隅にある公共空間や小さな
広場を緑豊かな、人の居場所として生まれ変わ
らせます。そしてその小さな広場がたくさん連
鎖することで誰もがいつでもお気に入りの場所
を見つけることができ、たくさんの時間を過ご
してもらえる都心となることを目指します。

まちに「参加」するための場づくり参加
矢作口は、スタジアムや図書館、映画館など文
化的な施設が多く存在していますが、多くの人
がそれらに車で訪れ、回遊しないため街や通り
に賑わいがありません。そこで、この通り自体
に目的性を持たせるため、誰でも気軽にイベン
トなど活動ができる場を目指します。周辺の文
化施設と市民活動を連携させることで、多くの
人が「参加」できるまちづくりを目指します。

まちを「利用」するための場づくり利用
毘森口は、豊田市の中でも日常的に賑わいが
集中する場所です。まちと人をつなぐため、
公共空間に人々が休める場所や商業者が使え
る場所をたくさん用意します。来街者、商業
者双方にとって使い勝手の良い場所を設ける
ことで多くの人に利用してもらうことができ
る街を目指します。

日常の
使われ方

1

小さな広場の連    鎖が作る多様な風景
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第 3 章 　  新 し い 豊 田 の 都 心 デ ザイ ン3 - 1   矢 作 口 と 毘森 口

や

は
ぎ

豊田市駅

矢作口

矢
作
川がわ

や はぎ ぐち

「日常」＋「特別な利用」の獲得祝祭
挙母祭りの壮観な山車の引き回し、スタジア
ムのイベントへ向かう人々の波、おいでんま
つりのパレード。矢作口では、豊田市の特別
な日が特別であるための祝祭性と日常的に多
様な市民活動が展開できる2つのしつらえを満
たす空間デザインが求められるため、フレキ
シブルでオン/オフの使い分けができる、まち
の舞台のようなあり方が求められます。

「日常」＋「居心地」の創造居心地
建物、公共空間、緑が一体となって大きな空
間を作り出していく毘森口は、そこで時間を
過ごす誰もが居心地の良さを感じる場所であ
ることが大切です。そのため、シンプルな空
間構成の中に多様な時間の過ごし方ができる
よう考え抜かれた場所をデザインしていきます。

「一体感のある」ストリート型広場空間連続
矢作口では駅から通りを抜け、豊田大橋からス
タジアムまでダイナミックで一体感のある空間
にすることで豊田市の象徴的な風景をつくりま
す。強い軸線となる通りに対して、誰もが参加で
きる活動スペースを連続させることで矢作川の
ようなおおらかで流れのある空間を目指します。

たくさんの「小さな広場」とまちの森

毘森口の、まちの片隅にある公共空間や小さな
広場を緑豊かな、人の居場所として生まれ変わ
らせます。そしてその小さな広場がたくさん連
鎖することで誰もがいつでもお気に入りの場所
を見つけることができ、たくさんの時間を過ご
してもらえる都心となることを目指します。

空間構成

2
空間の
あり方

3

小さな広場の連    鎖が作る多様な風景 大きな連続性の中に作られる滞留空間
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グンニーゾの区地心都：」るくつ「 　章4第4 - 1   魅 力 創 出 重 点 ゾ ー ン 全 体 の 考 え 方

明るく見通しのきく、利便性の高いバスターミナル

周囲の施設や広場と連携したバス待ち空間

西口デッキ広場

西口バスターミナル シティプラザ
T-FACE内に位置する、使いやすいスケールの空間

ロータリーとペデストリアンデッキに囲まれた独立性の高い空間

担い手と連携し、つかいながらつくりあげ充実させていく広場

新豊田駅前東口広場

使われ方

特徴

1

使われ方

特徴

2

使われ方

特徴

3

抜け感のある日常利用／空間を利用した小中規模イベントの開催
使われ方

特徴

4

時間帯毎の多様な利用者／建物と連動した中規模イベント空間

建物と連動して使える芝生とデッキ空間

まちなかに生まれる新しい風景

第 3 章 　  新しい 豊 田 の 都 心 デ ザイン3 - 2   広 場 の デ ザインイメー ジ

　多様な特徴を持った広場やまちの顔など、とよた
の都心にはいくつもの新しい風景が生まれます。

新
豊
田
駅

豊
田
市
駅

1

62
3

4

5

8
10

9

5

7

KEYPL AN
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南北に伸びる水路に寄り添う、様々な樹木による木陰の散歩道

東口まちなか広場と同じ舗装でつながり、連動した利用が可能な空間　　　

広場の観客席にもなる大階段と大屋根が作り出す「まちの顔」となる空間

ウオーキング、犬の散歩など日常的に気軽に利用できる空間

日常的な小規模イベントの開催／活用から始める居場所づくり

東西を繋ぐ自由通路の利用／改修された1F店舗や新設の北口改札利用

豊田市駅西口広場 豊田市駅舎

GAZA南広場

使われ方

特徴

6

参合館前広場

使われ方

特徴

9

使われ方

特徴

7

使われ方

特徴

10

使われ方

特徴

5

使われ方

特徴

8

多様なファニチャーが並びKiTARAやコモ・スクエアのにぎわいが滲み出す空間参合館と連動した使い方を可能にする屋根や屋外型店舗を併設した空間

矢作口の日常の居場所／建物と連動した小規模イベント空間 日常・イベント共に、大小さまざまな活動を受け止めるストリート

東口まちなか広場

停車場線

矢作口を象徴する、水盤を中心としたおおらかな広場空間

フラットな水盤の日常利用／大規模イベントの舞台となるハレの空間

第 3 章 　  新しい 豊 田 の 都 心 デ ザイン4 - 1   広 場 の デ ザインイメー ジ
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第 3 章 　  新 し い 豊 田 の 都 心 デ ザイ ン3 - 4   アー バ ン ファニチ ャ ー の デ ザイ ンイメ ー ジ

　ベンチや照明、ボラード、サインなどのデザインは、新しい都心を構成する大切な要素です。
都心全体に統一感を持たせるためにも、これらアーバンファニチャーのあり方をデザインします。

まちを構成するアーバンファニチャー

ベンチD
タイプ：可動式
スケール：XL
素材：木板、スチール
主な設置場所：停車場線、東口
まちなか広場、参合館前広場など

イメージ：

ベンチC
タイプ：固定式
スケール：XL
素材：木板、コンクリート
主な設置場所：東口まちなか広場、
新豊田駅前東口広場など

イメージ：

グンニーゾの区地心都：」るくつ「 　章4第4 - 1   魅 力 創 出 重 点 ゾ ー ン 全 体 の 考 え 方

ベンチA
タイプ：可動式
スケール：M
素材：木板、スチール
主な設置場所：停車場線 イメージ：

ベンチB
タイプ：可動式
スケール：L
素材：木板、スチール
主な設置場所：停車場線 イメージ：

S=1/75

ひとつひとつはシンプルで多様な形。 組み合わせで多様なシーンを演出します。

ボラード
スケール：H80cm
素材：スチール
主な設置場所：歩車道境界
● 豊田の文化である製造業の誇りを表す、
一枚の板で仕上げた、視線の抜けと軽さのある形

照明 A    ~骨格をつくる~
スケール：H5.5m、10m
素材：スチール
主な設置場所：都心地区全体
● 東口まちなか広場など、都心地区の軸と
なる場所に並列。光の連続感をつくる照明。
※「豊田市屋外広告物条例」の規制に沿ったものとする
※ 豊田市景観計画の「景観形成基準」に適合するものとする

照明 B    ~居心地をつくる~
スケール：H3.8m～9m
素材：スチール
主な設置場所：都心地区全体
● 滞まり場や歩道、車道など場所ごとに適した高さの
灯具を束ね、計2～4本のまとまりの灯りを落とす照明。

拡大図：

LED BECON Light

LED SPOT Light

LED SPOT Light

バナー

イベント用電源

サイン
スケール：H1.75m、2.5m
素材：スチール
主な設置場所：都心地区全体
● さまざまなモジュールのサインに統一感をもたせ、
豊田のオリジナルのフォントやパターンを使用したデザイン
※「豊田市屋外広告物条例」の規制に沿ったものとする
※ 豊田市景観計画の「景観形成基準」に適合するものとする

S=1/75

第 3 章 　  新しい 豊 田 の 都 心 デ ザイン3 - 3   アーバ ンファニチャー の デ ザインイメー ジ

　ベンチや照明、ボラード、サインなどのデザインは、新しい都心を構成する大切
な要素です。都心全体に統一感を持たせるためにも、これらベンチなどの街具 ' アー
バンファニチャー ' のあり方をデザインします。

まちを構成するアーバンファニチャー
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第 3 章 　  新しい 豊 田 の 都 心 デ ザイン

ボラード
スケール：H80cm
素材：スチール
主な設置場所：歩車道境界
● 豊田の文化である製造業の誇りを表す、
一枚の板で仕上げた、視線の抜けと軽さのある形

照明 A    ~骨格をつくる~
スケール：H5.5m、10m
素材：スチール
主な設置場所：都心地区全体
● 東口まちなか広場など、都心地区の軸と
なる場所に並列。光の連続感をつくる照明。
※「豊田市屋外広告物条例」の規制に沿ったものとする
※ 豊田市景観計画の「景観形成基準」に適合するものとする

照明 B    ~居心地をつくる~
スケール：H3.8m～9m
素材：スチール
主な設置場所：都心地区全体
● 滞まり場や歩道、車道など場所ごとに適した高さの
灯具を束ね、計2～4本のまとまりの灯りを落とす照明。

拡大図：

LED BECON Light

LED SPOT Light

LED SPOT Light

バナー

イベント用電源

サイン
スケール：H1.75m、2.5m
素材：スチール
主な設置場所：都心地区全体
● さまざまなモジュールのサインに統一感をもたせ、
豊田のオリジナルのフォントやパターンを使用したデザイン
※「豊田市屋外広告物条例」の規制に沿ったものとする
※ 豊田市景観計画の「景観形成基準」に適合するものとする

S=1/75

3 - 3   アーバ ンファニチャー の デ ザインイメー ジ



29 D E S I G N  B O O K  F O R  T H E  F U T U R E  O F  C I T Y  C E N T E R  
T O Y O T A  U R B A N  S P A C E  D E S I G N  B A S I C A L  P L A N N I N G  B O O K

第6章「つかう」：とよたの都心の未来のマネジメント6 - 1    「 つ か う 」 チ ー ム の 考 え 方 と 取 組 み

わかりやすさ
<サイン位置>
・分かりやすい位置にサインがない
　駅以外からの移動には情報が不足している
<サイン表現>
・施設への案内矢印がわかりにくい
・まちなかのサインや景観が統一されていない
<案内マップ>
・他言語表記が少なく外国人はわかりにくい
・現在地や目的地への方向がわかりにくい
・駅を降りた位置に案内情報がない

つかいやすさ
<歩道の舗装、段差>
・ペデストリアンデッキ上の床素材は、雨天時
　に滑りやすい
・凹凸の箇所あり、車椅子などが通りにくい
<トイレ>
・トイレが汚い
・多目的トイレが少ない
<エレベーター、エスカレーター位置>
・場所がわかりにくい
・エレベーターの中は、汚く暗い
・エレベーターは、狭くベビーカーでは使いにくい

居心地のよさ
<ベンチ、テーブルの設置>
・昼食時に腰を掛ける場所がない
・信号待ちが長い場所にベンチがない
<公園や人が溜まる滞留空間>
・使われていない空間が多い
・滞留空間の雰囲気が暗い
<樹木、建物による日陰>
・通り沿いに緑(木陰)が少ない
・駅前広場に日陰がない

「使いやすい街」の実現に向けた3つのポイント

「わかりやすさ」 来街者にとってわかりやすい、サインや情報案内のデザイン

「つかいやすさ」 高齢者や障がい者等すべての人に優しい、上下移動や段差が少ない空間デザイン

来街者、歩行者が手軽に利用できる、ベンチやテーブル等のファニチャーのデザイン

現在の「まちなか」の状況や課題です。

わかりにくい施設への誘導サイン位置 横断歩道と歩道などの段差 休憩するところはあるが日影がない

「居心地のよさ」

現況

　 誰もが使いやすいまちなかとなるよう、「わかりやすさ」「つかいやすさ」
「居心地のよさ」に配慮した空間デザインに心掛けていきます。

第 3 章 　  新しい 豊 田 の 都 心 デ ザイン3 - 4   まち な か の ユ ニ バ ー サル デ ザイン
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第6章「つかう」：とよたの都心の未来のマネジメント6 - 1    「 つ か う 」 チ ー ム の 考 え 方 と 取 組 み

「わかりやすさ」

サイン整備のあり方、考え方

駅前の動線計画を整理、上下移動が楽になるよう計画します

様々な利用方法を想定したデザインのベン
チを用意し、まちなかに設置します

緑を適切に配置し、木陰とベンチのある居
心地のよい空間をつくります

上下移動や段差の少ない空間整備

「居心地のよさ」

ファニチャー・緑のあり方、考え方

施設出入口に対面する位置など、動線の結
節点に配置します。

交差点部での案内サインの設置向きは、通
りと平行に設置します

人通りの多いところでは、植栽帯の中など
に設置します

街路樹や広告物によって隠れたりしない場
所に設置します。

車いす利用者が通行でき、利用しやすいよ
うに十分な幅を確保します

照明・ベンチ等と一体的に配置します

「つかいやすさ」

建築物 建築物 建築物 建築物

歩道

歩道

歩道

車道

現状、分かりやすい位置にサインが設置されていないため、
動線や交差点からの見え方を考慮し、設置位置を見直します

現状、接続位置が細かく分かれ使いにくい上下移動の動線を、
大階段として１箇所に集約することで改善します

現状、まちに座れる場所や木陰があまりなく、休憩できる場所が少ない
ため、まちの各所に緑と、その場に応じたベンチを設置します

現況を改善し、より良いまちなかとなる空間デザインを目指します。　将来

矢作口（東口まちなか広場）

毘森口（西口デッキ）
豊田市駅

矢作口から豊田市駅へと上がる大階段 豊田市駅からデッキへと上がる階段

第 3 章 　  新しい 豊 田 の 都 心 デ ザイン3 - 4   まち な か の ユ ニ バ ー サル デ ザイン
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　とよたの都心では「志ある民間主体による管理運営」や「スモールビジネスの担い手の活躍の場」の実現を目指し、
2015年度に「つかう」取組をスタートしました。また今後、これまでの実施方針取組をもとに、「まちなかをつかう」ことを促進していきます。

まちをつかう方針と取組

実施方針

「空間」を「居場所」に、
「シビックプライド」を育む

地域のみなさんと協働して「つかう」取組
を推進することで、まちが変わる機運を高
めていきます。

 1
駅前をまちの
情報集約・発信拠点に

今回の都心環境計画の実現を通し、駅前の
空間に豊田のオリジナリティや活動を埋め
込んでいきます。

2
構想 ⇔ つくる ⇔ 管理する 
⇔ つかう、を一気通貫で

プレイスメイキングの理念や手法を用いて
運営主体となる主利用者や企業も各工程で
の検討に加わり、その結果をプランや整備
内容に反映する新しいプロセスを展開して
いきます。

 3

段階的なロードマップ

今後は、段階的なハード整備に合わせた利活
用や将来的な公民連携の方針づくりを進めて
いきます。

 4

※シビックプライド：市民が都市に対してもつ自負と愛着

※プレイスメイキング：愛着や居心地の良さといった心理的
　　　　　　価値を持つ場所をつくりだす計画の理念・手法

2015
新東名開通
STAGE1

担い手育成・広場活用計画
マネジメント主体＆仕組み目処

2020
東京オリンピック

2019
ラグビーワールドカップ2019

TM

STAGE2

各まちなか広場運用・
停車場線運用実証実験

2027
リニア中央新幹線開業

STAGE3

東口広場運用
エリアマネジメント実験

STAGE4

本格運用

　とよたの都心では「志ある民間主体による管理運営」や「スモールビジネスの担い手の活躍の場」の実現を目指し、
2015 年度に「つかう」取組をスタートしました。また今後、これまでの実施方針取組をもとに、「まちなかをつかう」ことを促進していきます。

第 3 章 　  新しい 豊 田 の 都 心マ ネジメント3 - 5   都 心 の マ ネジメントイメー ジ

まちをつかう取組と方針
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　とよたの都心では「志ある民間主体による管理運営」や「スモールビジネスの担い手の活躍の場」の実現を目指し、
2015年度に「つかう」取組をスタートしました。また今後、これまでの実施方針取組をもとに、「まちなかをつかう」ことを促進していきます。

まちをつかう方針と取組

実施方針

「空間」を「居場所」に、
「シビックプライド」を育む

地域のみなさんと協働して「つかう」取組
を推進することで、まちが変わる機運を高
めていきます。

 1
駅前をまちの
情報集約・発信拠点に

今回の都心環境計画の実現を通し、駅前の
空間に豊田のオリジナリティや活動を埋め
込んでいきます。

2
構想 ⇔ つくる ⇔ 管理する 
⇔ つかう、を一気通貫で

プレイスメイキングの理念や手法を用いて
運営主体となる主利用者や企業も各工程で
の検討に加わり、その結果をプランや整備
内容に反映する新しいプロセスを展開して
いきます。

 3

段階的なロードマップ

今後は、段階的なハード整備に合わせた利活
用や将来的な公民連携の方針づくりを進めて
いきます。

 4

※シビックプライド：市民が都市に対してもつ自負と愛着

※プレイスメイキング：愛着や居心地の良さといった心理的
　　　　　　価値を持つ場所をつくりだす計画の理念・手法

2015
新東名開通
STAGE1

担い手育成・広場活用計画
マネジメント主体＆仕組み目処

2020
東京オリンピック

2019
ラグビーワールドカップ2019

TM

STAGE2

各まちなか広場運用・
停車場線運用実証実験

2027
リニア中央新幹線開業

STAGE3

東口広場運用
エリアマネジメント実験

STAGE4

本格運用

新豊田駅前東口広場
シティプラザ

GAZA南広場

ペデストリアン
デッキ広場

豊田市駅
西口デッキ下

喜多町３丁目
ポケットパークコモ・スクエア

イベント広場

桜城址公園

参合館前広場

至 豊田スタジアム

駅
市
田
豊

駅
田
豊
新

例   コモ・スクエア前

2015年度 2016年度

これまでの取組、今後の取組

まちの現状分析
（ポテンシャルと課題の把握）

STEP 1

１　現状のまちなか空間の利用の視点
２　豊田のまちのポテンシャル、市民性の視点
３　各エリアの空間的特徴の視点

仮説の設定
STEP 2

１　自由と責任の下、空間を自ら使いこなす
         担い手・アイデアが必要
２　段階的な使いこなしと空間整備、使う
         担い手が「つくる」に関わることが必要
３　「つかう」と「つくる」の両輪で計画を推進、
         市民が関わるプロセスのデザインが必要

実証実験：
あそべるデッキWEEK　/　あそべるとよたDAYS
空間をより使いやすくするための制度改善：
ペデストリアンデッキ広場
空間をより使いやすくするための運営体制構築：
あそべるとよた推進協議会
プロモーション　

1

2

3

4

まちの皆さんと試行・検証する
 (あそべるとよたプロジェクト)

STEP 3

「統一窓口」による広場活用
TYPE 1

対象広場：　まちなかの全9箇所の広場
　目的　：　活用の担い手発掘、育成活用ノウハウの蓄積
実施内容：　公共空間の管理者育成

「収益事業型」の広場活用
TYPE 2

対象広場：　ペデストリアンデッキ広場
　目的　：　半年間の飲食販売&活用コーディネート
実施内容：　広場での事業化可能性の模索と空間の質向上

「管理者支援型」の広場活用
TYPE 3

対象広場：　広場管理者が投資し、積極的な活用を図る広場
　目的　：　広場管理者の投資への活用支援、自立運営の促進
実施内容：　投資意欲ある管理者が実施する施策への推進支援

「担い手発掘・育成型」の広場活用
TYPE 4

対象広場：　新豊田駅前東口広場
　目的　：　投資されにくい広場での公益性の高い活用と
　　　　　　使い手を中心とした運営体勢の構築
実施内容：　ワーキングチームによる広場のリノベーション

まちなかの複数の広場を対象に、志のある民間主体
が活躍できる環境づくりにチャレンジしました。

2015年度の成果からまちなか広場を4つのタイプに分類しました。
そして、各広場の特性にあった活用の仕組みづくりに取り組みました。

2年間の成果を基に、公民連携による持続可能な広場
の運営体制づくりを推進していきます。

2017年度～

1
2

　民間のノウハウと財源によって、行政が整備し
た施設の特徴を最大限に活かした運営や魅力アッ
プを行っていただけるよう連携を図ります。

　民間オーナーが各施設の地先広場を活用し、空
間づくりと積極的な運営によって上げた収益を再
投資することで施設・広場・エリアの価値が高ま
る、という流れが生まれるよう支援します。

「民間」が担う役割

1 　民間が積極的な活用・運営を目指す部分につい
ては、市が行うハード整備内容に反映します。

　イベント等に関わる行政予算を縮小しつつ、民
間の自立的活用を促す制度設計や公益性の理念を
持った運営主体への権限移譲を促進します。

週末にみんなでお出かけ

放課後の遊び場

青空ミーティング

同僚とオシャレランチ

市民

ゆっくり読書！

　多様な人の「これやりたい！」
が実現できる豊かな都心を実現します。

民間への権限委譲と活用の自由度を高める制度設計
「公共」が担う役割

2

第 3 章 　  新しい 豊 田 の 都 心マ ネジメント3 - 5   都 心 の マ ネジメントイメー ジ
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今後のスケジュールと段階整備 ( 目標 )
　とよたの都心は今後 12 年間の中で、段階的に整備されていきます。

29 T O Y O T A  U R B A N  S P A C E  D E S I G N  B A S I C A L  P L A N N I N G  

今後のスケジュールと段階整備
とよたの都心は今後 12 年の中で、段階的に整備されていきます。

全体
スケジュール

2 0 1 7年 � 2 0 1 8年 2 0 1 9年 2 0 2 0年 2 0 2 1年
■  

KiTARAオープン

 停車場線
矢作川

11/25 9/20～11/2 8月頃

西口

 駅舎

 東口
都市計画決定

ＵＦＪ跡地暫定整備 ＵＦＪ跡地暫定利用

とよた未来デザインセンター

※ＡＢ：新豊田駅～けやき通り区間 ※ＣＤ：けやき通り～豊田市駅区間

Ａ・Ｂブロック整備 (デッキ) Ｃ・Ｄブロック整備 (デッキ)

新バスターミナル整備

暫定
稼働

総括実証 民間運営組織による管理・運営

■  
東京オリンピック

パラリンピック2020

つかうとつくるの
実証実験・検証

空間デザイン

あそべるとよた
プロジェクト
・空間マネジメント

■  
ラグビーワールド

カップ2019TM

����

����

SS

B B BBB

B
B

B
B

B

MH

MH

1

13

T

T

豊田市停車場線の完成

T-FACE

GAZA

豊田市駅

参合館

新
豊
田
駅

松坂屋 コモ・スクエア

STEP 1 KiTARA オープン時 (2017 年 11月)

KiTARAオープン

STEP 2 ラグビーワールドカップ2019 開催時 ( 2019 年 9 月)

　新豊田駅（東口）
　駅前広場のリニューアル

　豊田市停車場線
　フルモール化実証実験の継続

　UFJ銀行跡地の広場活用
(芝生)

　東口北側デッキ延伸T-FACE

GAZA

豊田市駅

参合館

新
豊
田
駅

豊田市停車場線

KiTARA

新豊田駅(西口)駅前
広場リニューアル整備

松坂屋

T-FACE
新
豊
田
駅

　西口ペデストリアンデッキ改築
（バスターミナル整備を含む）
　

STEP 3

 　　豊田市停車場線
　　 フルモール化実証実験の着手

　UFJ等の駅前
　民間建物[存置]

30

ロードマップ

第 4 章

X X X X X

第 4 章 　  ロ ード マップ4 - 1   今 後 の スケ ジュー ルと 段 階 整 備

X X X X X  U R B A N  P L A N N I N G  

C H A P T E R   4

※このロードマップは現時点でのスケジュールであり、変更の可能性があります
※2025年以降、2027年リニア中央新幹線開業時を目標に引き続き整備は行われます

2 0 2 2年 2 0 2 3年 2 0 2 4年 2 0 2 5年以降

東口まちなか広場整備 東口まちなか広場

西口デッキ
バスターミナル

豊田市駅再整備
供用
開始

第1期
完成

豊田市駅
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　豊田市の駅前空間は、計画期間 12 年

間の中で段階的に整備されていきます。　　　

　その整備過程では、ラグビーワールド

カップ 2019  や東京オリンピックパラリ

ンピック 2020、といったビッグイベント

やリニア中央新幹線開業などが予定され

ています。また、KiTARA オープンなど

都心においても様々な変化があります。

これらのインパクトを見据えながら段階

的かつ計画的に、時代やニーズに合わせ

て再整備を行なっていきます。

TM

ロードマップ

第 4 章

第 4 章 　  ロード マップ4 - 1   今 後 のスケ ジュールと 段 階 整 備

W O R K I N G  S C H E D U L E  

C H A P T E R   4
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ロードマップ

第 4 章

X X X X X

第 4 章 　  ロ ード マップ4 - 1   今 後 の スケ ジュー ルと 段 階 整 備

X X X X X  U R B A N  P L A N N I N G  

C H A P T E R   4

※このロードマップは現時点でのスケジュールであり、変更の可能性があります
※2025年以降、2027年リニア中央新幹線開業時を目標に引き続き整備は行われます
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